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平成 18年 9月 19日 
記事解禁：９月１９日（火）～ 

社団法人 中央酪農会議            
特定非営利活動法人 農業ナビゲーション研究所 

 
生乳生産安全管理システムの開発に着手 

 

農林水産省平成１８年度ユビキタス食の安全・安心システム開発事業による開発実証 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
【 要約 】 

 

社団法人中央酪農会議（以下、中央酪農会議、宮田勇会長）と特定非営利活動法人農業ナビゲーショ

ン研究所（以下、農業ナビゲーション研究所、南石晃明理事長）は、農業ナビゲーション研究所が採択

した農林水産省「平成１８年度ユビキタス食の安全・安心システム開発事業」において、安全な生乳の

生産管理を実現する「生乳生産安全管理システム」の開発に着手しました。 

 

「生乳生産安全管理システム」は、生乳生産に必要な動物用医薬品の禁止期間・休薬期間の確認や投

薬牛の生乳出荷が可能かどうかなどの確認ができる点を特徴としています。また、確認した結果を含め

て生乳生産管理のための履歴記帳を簡単に行うことができます。更に、動物用医薬品の使用基準の照会

や作業予定表の管理、使用した資材の集計、出荷情報の管理などに対応します。 
 
当システムは、中央酪農会議が全国統一的に推進する「生乳生産管理チェックシート」に準拠してお

り、同チェックシートの記帳推進を支援する標準システムとして全国での実運用を期待されています。

運用に当っては、中央酪農会議をはじめとした酪農生産者組織と農業ナビゲーション研究所の協力によ

り、全国の酪農家が安心してシステムを利用できる体制を整備していきます。 

 
また、当システムは、中央農業総合研究センター（松井重雄所長）が開発した「農薬適正使用ナビゲ

ーションシステム（農薬ナビ）」および農薬適正使用ナビゲーションシステム研究会（町田武美会長）

が開発した「農薬適正使用リスク管理システム」の成果を活用しています。システムの全国的な普及を

目的として、生産現場でのシステム投資を出来る限り少なくさせるため、農業ナビゲーション研究所内

のデータセンター（ｎｎａｖｉセンター）での集中一元管理によるＷｅｂＡＳＰサービスとして提供し

ます。システム利用者は、パソコンのＷｅｂブラウザか携帯電話で利用することができます。 
 

ユビキタス事業では、酪農とちぎ農業協同組合管内の酪農家および農協施設において、１１月中旬か

ら１２月に実証作業を実施します。生産現場での実証を通じて、システムの作動や実用性、有効性を検

証します。その後、来年３月１０日までの実証期間中にシステムの改良作業を施し、新年度となる４月

以降に全国一斉に実運用に移行する計画です。 
 
同事業では、生乳の流通トレーサビリティシステムの開発実証も行う予定です。搾乳牛からバルクク

ーラー、集乳車、集出荷団体のクーラーステーション、乳業メーカまでの入出荷の履歴情報を収集・管

理する「生乳流通トレーサビリティシステム」の開発と実証を行います。 
 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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■ 生乳生産安全管理システムと生乳流通トレーサビリティシステムの構築イメージ 

All Rights Reserved, Copyright © 2006 NPO農業ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ研究所

生乳生産安全管理システムと生乳流通トレーサビリティシステムの構築イメージ生乳生産安全管理システムと生乳流通トレーサビリティシステムの構築イメージ

生乳生産安全管理システムは、生乳生産基準照会・作業予定業管理から、動物用医薬品などの生産資材の判定の実施、生産生乳生産安全管理システムは、生乳生産基準照会・作業予定業管理から、動物用医薬品などの生産資材の判定の実施、生産
安全管理に必要な管理記録や作業記録などを様々な方法で履歴情報として記帳し、かつ一元管理します。また、生乳流通ト安全管理に必要な管理記録や作業記録などを様々な方法で履歴情報として記帳し、かつ一元管理します。また、生乳流通ト
レーサビリティシステムとの連携により、流通レーサビリティシステムとの連携により、流通･･製造に必要な情報のトレースバックを実現します。生乳流通トレーサビリ製造に必要な情報のトレースバックを実現します。生乳流通トレーサビリ
ティシステムは、生産者毎の乳牛番号ティシステムは、生産者毎の乳牛番号によるによる固体識別から、搾乳機での搾乳情報、バルククーラーから集乳車、集出荷団体固体識別から、搾乳機での搾乳情報、バルククーラーから集乳車、集出荷団体
のクーラーステーション、更に乳業メーカまでの入出荷の履歴情報をのクーラーステーション、更に乳業メーカまでの入出荷の履歴情報を収集・収集・管理します。管理します。

ｎｎａｖｉセンター（ＮＰＯ農業ナビゲーション研究所）ｎｎａｖｉセンター（ＮＰＯ農業ナビゲーション研究所）

生乳生産安全管理システム生乳生産安全管理システム
●● 生乳生産安全使用基準照会・予定表管理生乳生産安全使用基準照会・予定表管理
●● 生乳生産安全使用判定生乳生産安全使用判定･･現場警告現場警告

・動物用医薬品禁止期間や搾乳牛の出荷可能判定など・動物用医薬品禁止期間や搾乳牛の出荷可能判定など

●● 生乳生産管理チェックシート（履歴記帳管理）生乳生産管理チェックシート（履歴記帳管理）
●● 資材集計資材集計 ●● 出荷管理出荷管理

中央酪農会議／広域酪農農協中央酪農会議／広域酪農農協

生乳流通トレーサビリティシステム生乳流通トレーサビリティシステム

●● ロットポイント情報管理ロットポイント情報管理

・バルククーラー、集乳車などの・バルククーラー、集乳車などの
ロットポイントの属性情報管理ロットポイントの属性情報管理

●● 生乳流通履歴登録生乳流通履歴登録
●● 生乳流通履歴照会生乳流通履歴照会

【【主な機能主な機能((中央酪農会議ﾁｪｯｸｼｰﾄ準拠中央酪農会議ﾁｪｯｸｼｰﾄ準拠】】

・衛生管理チェックシート・衛生管理チェックシート
・動物用医薬品の投与記録・動物用医薬品の投与記録
・資材交換・資材交換･･牛舎消毒記録牛舎消毒記録
・飼料給与記録・飼料給与記録
・乾乳軟膏使用記録・乾乳軟膏使用記録
・農薬・農薬･･肥料等使用記録肥料等使用記録
・サイレージ調整剤使用記録・サイレージ調整剤使用記録

※※全国約全国約25,00025,000戸の酪農家の戸の酪農家の96.796.7％を組織％を組織 インターネットインターネット

生産資材 生産者 乳牛固体 安全管理 ロットポイント ロット属性

乳乳
業業
メメ
｜｜
カカ
①①

酪農農協等集荷団体酪農農協等集荷団体生産者生産者

ﾊﾞﾙｸｸｰﾗｰﾊﾞﾙｸｸｰﾗｰ
集乳車集乳車

乳牛乳牛

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰﾘｰﾀﾞｰ

ｸｰﾗｰｸｰﾗｰ
ｽﾃｰｼｮﾝｽﾃｰｼｮﾝ

((貯乳ﾀﾝｸ貯乳ﾀﾝｸ))生産者生産者

ｻﾝﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

耳標

耳標

耳標
出荷できない乳牛
の判定･照会･特定

ＰＤＡＰＤＡ

搾乳機の
取り付け

生産者Ａ生産者Ａ

ﾊﾞﾙｸｸｰﾗｰﾊﾞﾙｸｸｰﾗｰ

生産者Ｂ生産者Ｂ

生産者生産者

ｻﾝﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

統合
(合乳)

集乳車集乳車

ｻﾝﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

集乳車ａ集乳車ａ

集乳車集乳車

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰﾘｰﾀﾞｰ 集乳車集乳車

ｻﾝﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

集乳車ｂ集乳車ｂ

送乳車送乳車

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰﾘｰﾀﾞｰ 送乳車送乳車

ｻﾝﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

送乳車ｃ送乳車ｃ

送乳車送乳車

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰﾘｰﾀﾞｰ 送乳車送乳車

ｻﾝﾌﾟﾙｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

送乳車ｄ送乳車ｄ

分割

乳乳
業業
メメ
｜｜
カカ
②②

ＯＫＯＫ

ＯＫＯＫ

ＮＧＮＧ

搾乳
出荷

搾乳
出荷

統合
(合乳)

統合
(合乳)

 

台帳
管理

シ
ス
テ
ム
化搾乳

 

■ 「生乳生産安全管理システム」の機能概要（予定） 

 

（１）基本情報設定機能 

生乳生産に必要な各種資材の基本情報や生産者、集出荷団体の各種属性情報、生産者が所有する

乳牛の固体管理情報などのマスタデータを管理します。 

（２）生乳生産安全管理使用基準照会機能 

抗菌性物質製剤等動物用医薬品の使用基準を照会することができます。また、医薬品名、使用対

象動物、投薬経路、使用禁止期間、休薬期間、用法用量などの情報を照会できます。 
（３）生乳生産安全管理予定表作成機能 

各月毎にカレンダー表示画面から、作業などの予定を入力・管理できます。複数の作業者の設定

や、作業内容の携帯電話へのメール送信などを行います。 
（４）生乳生産管理チェックシート（履歴記帳）機能 

   ・記録・照会機能 

    衛生管理、動物用医薬品の投与、資材交換、消毒、飼料給与、乾乳軟膏使用、農薬使用、肥料・

堆肥使用、サイレージ調整剤等の使用について、内容を記録・照会できます。 

   ・確認・署名機能 

    生産者が記帳した上記内容に関して、酪農組合などの集出荷団体で内容を確認し､署名を記録

することができます。 

 



【 プレスリリース 】                                                          

3 

   ・帳票出力機能 

    上記の記帳項目について、帳票として出力することができます。 

   ・ログ管理機能 

    内容の記録・変更などの情報を管理・照会できます。 

（５）生乳生産安全使用判定・現場警告機能 

   動物用医薬品の使用禁止期間・休薬期間、飼料添加物（ただし、乳牛の場合は該当する飼料添加

物は無い）の判定確認ができます。また、搾乳牛の内、出荷が可能かどうかを確認することがで

きます。更に、ミルカー・バルククーラーの消毒薬やサイレージ調整剤の使用についても確認可

能です。 

（６）資材集計機能 

   動物用医薬品、飼料、消毒薬、サイレージ調整剤、洗剤などの資材の使用履歴、購入履歴など 

の集計を行うことができます。 

（７）出荷管理機能 

   出荷日、出荷時刻、乳量、乳温などの出荷に必要な各種情報を管理します。また、バルククーラ

などの出荷ロットの単位でＱＲコードを発行できます。 

（８）情報公開設定・トレーサビリティ連携機能 

   情報公開の必要な情報の設定や既存の流通トレーサビリティシステムとの連携を行います。 

 

■ 生乳分野の実証に参画する主な協力団体 

 
（１）生産者 

酪農とちぎ農業協同組合 
（２）流通・加工業者 

明治乳業株式会社、森永乳業株式会社 
（３）小売 

全日食チェーン商業協同組合連合会加盟店舗 
（４）支援機関 

筑波大学大学院、東京農業大学国際食料情報学部、茨城大学農学部、独立行政法人農業･食品産

業技術総合研究機構中央農業総合研究センター、社団法人中央酪農会議、関東生乳販売農業協

同組合連合会、社団法人日本動物用医薬品協会、社団法人日本酪農乳業協会、社団法人全国農業

改良普及支援協会、農業情報学会情報利用･普及部会、全日食チェーン商業協同組合連合会、全

日本食品株式会社 
（５）システム構築 

ソリマチ株式会社、ソリマチハイテクノロジーズ株式会社、富士通株式会社 
（６）実施団体 

   特定非営利活動法人農業ナビゲーション研究所 

 

■ 本件への問い合わせ先 

特定非営利活動法人 農業ナビゲーション研究所 事務局 

            代表理事専務（事務局長兼務）木村浩 

            事務局員          滝川昂 

   Ｔｅｌ：０３－５７９１－３５５０ Ｅメール：info@nnavi.org 
 

 

 


